
・１１月１１日に、芋ほり及びしいたけ狩りを体験した１年生を除く、小学生全員及び中学生全員

が田中信行さんのほだ場で、しいたけ狩りの体験をさせていただきました。参加を希望された

保護者と、一緒に歩いた学校からの道のりも、思い出に残ると思います。 

   

 

 

・子どもは「当たり前」にあることは、感謝しなくなる。不便なことも、決して悪いことではない。 

子どもの頃からの経験に触れながら、ご自身のお考えも交え、工業界の事情について、大

変示唆に富んだお話をいただきました。 

・校内での出火を想定した避難訓練を実施しました。１回目は４月１６日に地震を想定した避難

訓練を実施しました。 

非常ベル、避難指示の放送後、園児、児童生徒のグランドへの集合、確認完了まで、２分あ

まりでした。避難態度の４つの約束（おさない、はしらない、しゃべらない、もどらない）の確認を

しました。このような機会には、いつも子どもたちに伝えていることですが、①火災に限らず、災

害等は、学校にいる時だけ発生するのではない②ご家庭でも、災害に備えて、自分は何をす

るのか、どこに逃げるかなど、話してほしい。ちなみに建物火災で、主な原因の一つは、台所

の火の不始末だと話しています。

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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・１１月１７日月曜日体育館で開催しました。 

・高校卒業生の求人倍率が伸びている中で、 

工業系への求人は特に高く、離職率も低い。 

・将来働くところがない、なんてことはない。若 

い人の活躍するステージはある。わくわくす 

る人生が待っていると生徒に話している。 

・今の子どもは、レジリエンスは高いが、自律 

的な学習に自信がないという統計がある。 


